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はじめての「二十歳のつどい」
今年は名称を改めての開催
冬の開催は今回で２回目
振袖姿も多く華やかな式でした。
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恩師を囲んで

希望の新時代へ
　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
5
年
の
新
春
に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
隣
国
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
突
如
侵

攻
。日
本
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
と
の
金
融
政
策

の
違
い
に
よ
り
円
安
が
進
行
。コ
ロ
ナ
禍
と
い
っ

た
背
景
を
受
け
我
々
の
生
活
に
直
結
す
る
食
料

品
を
始
め
、電
気
・
ガ
ス
・
石
油
等
の
値
上
が
り

が
相
次
ぎ
そ
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
年
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
景
況
は
本
年
も
続
く
見
通
し
で
あ

り
先
行
き
が
不
透
明
な
時
代
へ
と
突
入
し
ま
し

た
。こ
う
し
た
変
化
を
受
け
止
め
、朝
日
村
の
進

む
べ
き
道
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、村
民
生
活
の

安
心
安
全
の
確
保
と
福
祉
の
更
な
る
向
上
に
向

け
引
き
続
き
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。

　本
年
は
4
月
に
地
方
統
一
選
挙
が
行
わ
れ
、

当
村
に
お
い
て
は
「
村
長
選
挙
」
・
「
村
議
会

議
員
選
挙
」
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
4
年
間
の
村
の
リ
ー
ダ
ー
・
そ
し
て
村
民

の
代
弁
者
を
選
ぶ
非
常
に
重
要
な
選
挙
と
な
り

ま
す
。
村
民
の
皆
様
も
関
心
を
持
っ
て
臨
ん
で

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　さ
て
我
々
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
4
ヵ
月
と

な
り
ま
し
た
。
現
議
会
体
制
で
の
活
動
は
わ
ず

か
と
な
り
ま
す
が
、
残
さ
れ
た
期
間
を
精
一
杯

尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
皆
様
方
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

北村 直樹
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健全化判断比率の修正について
● 令和 3 年度決算に基づく朝日村健全化判断比率の修正　
● 実質公債費比率　4.0% から 4.4% に修正
専決処分の承認を求めることについて
● 電気ガス食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業
● 新型コロナウイルスワクチン接種事業
令和4年度一般会計補正予算（第7号）
● 物価高騰対応燃料等商品券配布事業
令和4年あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第3号）
● 人工降雪機の運用方法の変更（購入からレンタル）

スキー場特別会計 人工降雪機 運用方法変更に伴う予算精査

12 月定例会は、12 月 6 日から 16 日までの 11 日間の会期で開催された。
提出された議案は条例 5 件、補正予算 6 件、請願・陳情 4 件、9 日には常任委員会、13 日は一般質問を行い、

16 日最終日に上程されたすべての議案を原案どおり可決した。
〈議案の主なもの〉
朝日村職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例

地方公務員法の一部改正に伴い、職員の定年が 60 歳から 65 歳まで段階的に引き上げ、職員の定年、給
与等に関して必要な事項を定めるための条例制定
朝日村基金条例の一部を改正する条例

朝日村基金条例に、森林環境譲与税活用基金を追加するもの
一般会計補正予算

歳出の主なものは、財政調整基金積立金 1 億 948 万円、農地整備事業計画変更による負担金 2600 万円、
電気料金の値上がりに伴う各公共施設の管理費の増額によるもの
議案訂正請求書を提出

会期中、村から開会日に提出された一般会計補正予算（第８号）の議案訂正請求書が提出された。前年度
一般会計決算の翌年度への繰り越すべき財源 5,427 万６千円が計上されたため修正を行ったもの。塩原智惠
美議員は、単純な確認作業で防げる事務処理ではなかったのかとして、原因、チェック体制、再発防止策につ
いて質疑をした。村は「確認を行うとともにマニュアル作成等で再発防止に努めたい」とした。

社会文教委員会報告社会文教委員会報告
12月9日に開催した、社会文教委員会では付託さ

れた請願3件及び陳情1件を審査しました。
請願は「さらなる少人数学級推進と教育予算の増

額を求める意見書」「へき地教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」
「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」の3件で
す。教育委員会・PTA・校長会・教職員組合など
教育7団体連絡協議会から出されたもので、団体か
らの説明を受けた後、審査した結果、更なる義務教
育の充実を願う思いから、この請願を全会一致で

採択としました。また、陳情1件「安全・安心の医
療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情
書」につきましても医療・介護現場の労働環境の改
善は喫緊の課題との認識から採択としました。

委員会では結果を受け、請願3件・陳情1件につ
いて各関係機関に提出する意見書案を16日開催の
本会議に発議し、結果、全議員の賛同を得て採択と
なり、関係機関へ意見書を発送いたしました。

社会文教委員会委員長　中村文映

10/31

第3回
臨時会

財政調整金積立・電気料・農地整備事業計画変更負担金など財政調整金積立・電気料・農地整備事業計画変更負担金など
1億5,172万円追加1億5,172万円追加

総額37億2,512万円総額37億2,512万円令和4年度
一般会計

スキー場でレンタルした
人工降雪機
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小
学
校
の
プ
ー
ル
棟
改
修
事
業
を
目
前
に
し
て
、
教
育

委
員
会
か
ら
現
地
で
改
修
概
要
を
伺
っ
た
。

1
9
9
8
年
5
月
に
竣
工
し
大
き
な
か
ま
ぼ
こ
形
の
屋

根
で
、
屋
根
材
に
は
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
を
採
用
し
て
、

プ
ー
ル
内
部
の
照
明
は
自
然
光
で
対
応
出
来
る
全
天
候
型

の
エ
コ
ー
プ
ー
ル
で
、
小
学
児
童
の
水
泳
授
業
・
体
力
向

上
へ
の
熱
い
想
い
が
う
か
が
わ
れ
る
。

建
設
か
ら
24
年
の
歳
月
を
経
て
、屋
根
材
の
劣
化
や
汚

れ
に
伴
う
、屋
根
材
の
全
面
更
新
や
建
屋
の
外
壁
材
の
劣

化
に
伴
う
改
修
で
改
修
費
用
は
約
8
千
5
百
万
円
。

こ
の
度
の
改
修
事
業
で
判
明
し
た
不
具
合
箇
所
が
有

り
、
更
な
る
出
費
が
想
定
さ
れ
る
。

当
時
と
し
て
は
か
ま
ぼ
こ
屋
根
に
は
大
断
面
の
カ
ラ
マ

ツ
集
成
材
を
採
用
し
て
木
質
の
特
性
を
発
揮
さ
せ
た
構
築

物
を
目
指
し
た
想
い
が
伝
わ
る
。

時
の
流
れ
と
共
に
、水
泳
授
業
の
考
え
方
、こ
の
様
な
構

築
物
の
維
持
管
理
の
仕
方
等
、こ
の
度
の
改
修
を
機
に
公
共

構
築
物
の
維
持
管
理
を
見
直

す
機
会
に
し
た
い
も
だ
。

ま
た
、
村
道
針
尾
幹
2
号

線
の
排
水
路
整
備
工
事
も
視

察
。
東
電
道
路
沿
い
の
こ
の

場
所
は
以
前
か
ら
大
雨
に
よ

り
畑
に
水
が
流
れ
込
む
状
態

で
あ
っ
た
た
め
、
排
水
路
の

工
事
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
大
幅
な
状
況
改
善
を

期
待
し
た
い
。  （
林 

邦
宏
）

12
月
16
日
に
行
政
視
察
を
行
う
。は
じ
め
に
ス
キ
ー

場
で
新
た
に
導
入
し
た
人
工
降
雪
機
を
見
学
。令
和
4

年
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
レ
ン
タ
ル
で
人
工
降
雪
機

D
E
M
A
C
L
E
N
K
O
社
製
T
I
T
A
N
3
．0
を
設

置
し
て
雪
を
作
る
。電
気
代
は
従
来
の
機
種
の
三
分
の一程

度
で
済
み
、雪
の
拡
散
面
積
は
六
倍
と
の
こ
と
。イ
タ
リ
ア

製
だ
が
操
作
パ
ネ
ル
は
日
本
語
で
自
動
で
仕
事
を
す
る
。

次
に
旭
ヶ
丘
の
村
営
住
宅
改
修
現
場
を
見
学
。令
和

4
年
度
朝
日
村
公
営
住
宅
旭
ヶ
丘
団
地
5・6
号
棟
改
修

工
事
。間
取
り
の
改
修
、給
油
設
備
の
設
置
、電
気
容
量

の
ア
ッ
プ
、外
壁
面
、天
井
等
の
断
熱
、開
口
部
の
ア
ル
ミ

サ
ッ
シ
化
、住
戸
内
部
の
段
差
解
消
、浴
室
、ト
イ
レ
等
へ

の
手
す
り
を
設

置
す
る
改
修
。

キ
ッ
チ
ン
パ
ネ

ル
の
設
置
、外

壁
に
耐
久
性
の

あ
る
塗
装
を
施

し
、屋
根
材
を

耐
久
性
の
あ
る

材
料
に
変
更
。

長
野
県
住
宅

供
給
公
社
が

住
宅
を
建
設
し

完
成
後
、村
が

買
い
取
る
方
式

で
実
施
す
る
。

（
高
橋 

良
二
）

行
政
視
察（
10
月
12
日
）

ど
う
す
る
？

小
学
校
の
屋
根
付
き
プ
ー
ル

行
政
視
察（
12
月
16
日
）

村
営
住
宅
改
修

買
取
方
式
で
実
施
中

小学校プール

11
月
16
日

◦
公
共
交
通
バ
ス
路
線
変
更

及
び
新
設
に
つ
い
て

新
規
路
線
は
、朝
日
村・山

形
村
か
ら
市
立
病
院
・
梓

川
高
校
方
面
へ
の
路
線
と

し
、令
和
5
年
4
月
か
ら

の
運
行
を
計
画
し
て
い
る
。

◦
く
る
り
ん
号
の
接
続
ポ
イ

ン
ト
の
変
更
に
つ
い
て

週
二
便
の
買
い
物
バ
ス
の

運
行
、朝
日
・波
田
線（
仮

称
）の
運
行
に
加
え
、く
る

り
ん
号
の
接
続
ポ
イ
ン
ト

と
し
て「
ザ・ビ
ッ
グ
山
形

店
」を
追
加
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

12
月
16
日

◦
朝
日
村
防
災
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
に
つ
い
て

◦
財
政
計
画
に
つ
い
て

◦
朝
日
村
空
家
等
対
策
計
画

（
案
）に
つ
い
て
等
8
項
目

10
月
4
日

◦
ス
キ
ー
場
の
降
雪
方
法
の

変
更
に
つ
い
て（
移
動
式

人
工
降
雪
機
購
入
）

高
性
能
の
移
動
式
降
雪
機

へ
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ

り
、運
営
経
費（
電
気
代
・

人
件
費
）の
削
減
と
温
暖

化
傾
向
下
で
の
確
実
な
雪

づ
く
り
に
よ
り
顧
客
満
足

度
向
上
を
図
る
。

10
月
12
日

◦
小
野
沢
拠
点
避
難
地
整
備

事
業
に
つ
い
て

◦
朝
日
村
肥
料
価
格
高
騰
対

策
支
援
事
業
に
つ
い
て

◦
朝
日
村
化
学
肥
料
提
言
及

び
地
力
向
上
に
伴
う
堆
肥

購
入
支
援
事
業
に
つ
い
て

◦
朝
日
村
物
価
高
騰
に
伴
う

燃
料
等
補
助
券
配
布
事
業

に
つ
い
て

10
月
21
日

◦
ス
キ
ー
場
の
降
雪
方
法
の

変
更
に
つ
い
て

新
型
移
動
降
雪
機
1
台

購
入
か
ら
2
台
レ
ン
タ
ル

へ
の
変
更
と
す
る
。

改修中の村営住宅

全員
協議会
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中村　文映議員中村　文映議員（4ページ）（4ページ）
11  村の防災対策と西洗馬防災センター建設について村の防災対策と西洗馬防災センター建設について
2 2 朝日村における子どもの貧困の実態及び支援策について朝日村における子どもの貧困の実態及び支援策について
33  村の教育行政について村の教育行政について

齊藤　勝則議員齊藤　勝則議員（5ページ）（5ページ）
11  鉢盛登山道に休憩場所と簡易トイレを鉢盛登山道に休憩場所と簡易トイレを
2 2 古見の交差点に信号を古見の交差点に信号を
3 3 松枯れについて松枯れについて

小林　弘之議員小林　弘之議員（5ページ）（5ページ）
11  次期統一選挙に向けた小林村長の進退について次期統一選挙に向けた小林村長の進退について  
22  医療の充実と通院の為の公共交通の充実について医療の充実と通院の為の公共交通の充実について
3 3 児童の社会スポーツの振興について児童の社会スポーツの振興について

塩原智惠美議員塩原智惠美議員（6ページ）（6ページ）
11  指定管理者逮捕による今シーズンのスキー場運営指定管理者逮捕による今シーズンのスキー場運営

と今後の方針はと今後の方針は
22  スピード感ある、時代に対応する農業政策の実施をスピード感ある、時代に対応する農業政策の実施を

羽多野美映議員羽多野美映議員（6ページ）（6ページ）
11  朝日村における若年世帯の住環境整備と拡充について朝日村における若年世帯の住環境整備と拡充について
22  憩いステーション設置と交通、防犯環境の整備について憩いステーション設置と交通、防犯環境の整備について

高橋　良二議員高橋　良二議員（7ページ）（7ページ）
11  公民館館長について公民館館長について
2 2 議員定数について議員定数について

清沢　正毅議員清沢　正毅議員（7ページ）（7ページ）
11  西洗馬原工業団地企業誘致事業について西洗馬原工業団地企業誘致事業について
2 2 マイナンバーカード普及促進事業についてマイナンバーカード普及促進事業について

髙橋　廣美議員髙橋　廣美議員（8ページ）（8ページ）
11  コミュニティスクールの現状と今後についてコミュニティスクールの現状と今後について
22  観光関連施設の現状と今後について観光関連施設の現状と今後について

林　　邦宏議員林　　邦宏議員（8ページ）（8ページ）
11  村道西洗馬7号線改良工事の出来映えは村道西洗馬7号線改良工事の出来映えは

中村文映 議員

村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 20 項目ここが聞きたい　9議員 20 項目

問　
局
地
的
な
豪
雨
も
相
次
ぐ
昨
今
、

他
市
町
村
で
は
気
象
の
専
門
業
者
と
提
携

し
情
報
収
集
や
避
難
指
示
を
出
し
て
い
る

が
村
の
体
制
は
。

総
務
課
長　
気
象
庁
の
デ
ー
タ
や
県
の

情
報
も
入
手
で
き
る
体
制
を
整
え
、
現

状
の
収
集
方
法
で
対
応
で
き
て
い
る
と

考
え
る
。

問　
専
門
家
で
な
い
職
員
の
情
報
判
断

で
大
丈
夫
か
。

村
長　
二
年
前
の
豪
雨
災
害
以
降
避
難

所
も
開
設
し
、
情
報
分
析
に
も
職
員
が
経

験
を
積
ん
で
き
て
い
る
。

問　
西
洗
馬
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
案
の

設
計
根
拠
は
。

総
務
課
長　
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ

る
境
峠
・
神
谷
断
層
の
被
害
を
想
定
し
避

難
人
数
を
59
人
と
し
た
。
基
準
の
1
人
3

㎡
で
計
算
し
た
。
現
在
の
西
洗
馬
公
民
館

1
階
部
分
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
だ
。

問　
ト
イ
レ
等
の
設
備
は
足
り
る
の
か
。

総
務
課
長　
基
準
で
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
屋
外
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
も
整

備
、
災
害
時
に
は
県
お
よ
び
近
隣
市
村
と

連
携
し
て
整
備
す
る
。

問　

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
お
よ
び

W
i
︲
F
i
は
整
備
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
太
陽
光
発
電
は
常
時
使
用

す
る
施
設
で
な
い
た
め
整
備
し
な
い
。

W
i
︲
F
i
環
境
は
整
備
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
及
び
支
援
策
に

つ
い
て

問　
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
化
し

て
い
る
が
、
村
は
実
態
調
査
を
し
て
状
況

把
握
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長　
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
健
診
や
入
学
相
談
・
わ
く
わ
く
館
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
聞
き
取

り
を
行
っ
て
い
る
。

問　
貧
困
は
顕
在
化
し
に
く
い
が
今
後

の
支
援
策
は
。

教
育
長　

他
の

先
進
事
例
を
研

究
す
る
中
で
、

ど
ん
な
支
援
が

出
来
る
か
を
検

討
す
る
。

気
象
情
報
の
収
集
体
制
や

避
難
指
示
は
大
丈
夫
か

 

答 

気
象
情
報
収
集
に
も
取
り
組
み
、
職
員
も
経
験
も
積
ん
で
き
て
い
る

▲こちらから
動画でご覧
いただけます。
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問　
松
枯
れ
対
策
と
し
て
行
政
で
は
大
き

な
予
算
を
掛
け
て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
も
良
く
わ
か
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
な
お
赤
茶
色
し
枯
れ
た
赤
松
が
、

目
立
ち
ま
す
。
朝
日
の
山
林
は
、山
の
幸・

特
に
松
茸
に
つ
い
て
は
有
名
で
、
村
の
特

産
品
で
す
。
し
っ
か
り
と
赤
松
を
守
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
村
民
は
、
大
勢
い
る

と
思
い
ま
す
。

松
枯
れ
防
止
策
と
し
て
、
被
害
木
の
伐

倒
燻
蒸
処
理
や
樹
幹
注
入
が
実
施
さ
れ
、

被
害
木
が
大
量
に
発
生
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
周
辺
赤
松
を
全
数
伐
採
し
て
、
樹

種
転
換
を
図
る
対
策
が
執
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
古
見
で
実
施
し
て
い
る
箇
所
は

急
峻
で
崩
落
危
険
箇
所
が
有
り
、
大
雨

等
で
崩
落
が
起
き
た
ら
大
変
で
す
。
樹
種

転
換
で
カ
ラ
マ
ツ
を
植
え
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
が
、
カ
ラ
マ
ツ
は
根
張
り
が
、
弱

い
、
他
の
樹
種
の
検
討
は
如
何
か
。

①
広
葉
樹
の
植
樹
は
如
何
か
。

②
崩
落
防
止
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

③
植
樹
の
芯
根
を
深
く
し
、
強
い
立
木
に

す
る
補
強
策
、
岡
谷
市
の
被
災
地
を
参
考

に
し
て
は
。

④
本
年
度
の
被
害
本
数
と
処
理
本
数
、
今

後
の
予
定
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長　
カ
ラ
マ
ツ
は
造
林
費
用

の
低
低
コ
ス
ト
が
図
ら
れ
地
権
者
の
負
担

が
抑
え
ら
れ
る
、
広
葉
樹
は
人
工
造
林
の

歴
史
は
浅
く
成
果
は
分
か
つ
て
い
な
い
、

植
樹
後
管
理
に
大
き
な
費
用
が
掛
か
る

等
で
す
が
提
案
は
林
業
事
業
体
に
繋
げ
ま

す
。
崩
落
防
止
策
は
伐
採
後
も
15
年
位

は
伐
採
木
の
根
が
山
林
の
地
盤
を
維
持
し

て
い
る
そ
の
間
に
植
樹
木
を
丈
夫
に
大
き

く
育
て
て
い
き
ま
す
。

私
が
こ
の
一
年
一
般
質
問
で
村
政
に
お
伺

い
し
た
内
容
で
今
後
、検
討
、方
向
付
け
し

て
い
く
等
の
ご
回
答
を
頂
い
た
項
目
に
つ

い
て
、ど
う
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
、

方
向
付
け
さ
れ
た
の
か
、ま
た
計
画
、予
算

化
さ
れ
る
の
か
、総
括
と
し
て
要
望
、質
問

を
以
下
お
伺
い
し
た
。

問　
公
共
交
通
の
充
実
は
。

企
画
財
政
課
長
　
高
齢
の
通
院
買
い
物
及

び
学
生
の
通
学
に
対
応
し
朝
日
・波
田
線

の
新
規
路
線
が
令
和
5
年
4
月
か
ら
運
行

さ
れ
る
計
画
。

要
望　
高
齢
化
社
会
に
伴
っ
て
自
動
車
免

許
の
返
納
者
等
が
増
え
て
く
る
の
が
見
込

ま
れ
る
社
会
福
祉
の
観
点
か
ら
も
運
行
本

数
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
・
今
後
、塩
尻

市
内（
駅
）ま
で
の
公
共
交
通
の
充
実
も
。

企
画
財
政
課
長　
実
際
に
運
行
し
て
利
用

状
況
課
題
等
を
踏
ま
え
運
行
本
数
、時
間

帯
、ル
ー
ト
の
変
更
等
、検
討
し
て
い
く
。

村
長　
塩
尻
駅
ま
で
路
線
は
今
す
ぐ
に
は

無
理
、そ
の
時
間
帯
に
接
続
に
、く
る
り
ん

号
を
も
っ
と
走
ら
せ
る
こ
と
だ
と
私
は
思
っ

て
い
る
単
独
で
又
は
そ
れ
が
塩
尻
市
と
協

議
し
た
と
こ
ろ
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
は
難
し

い
と
私
は
今
時
点
で
は
思
っ
て
い
る
。

問　
医
療
の
充
実
は
。

村
長　
朝
日
村
が
必
要
と
す
る
医
療
体
制

は
往
診
が
で
き
る
事
が
一
番
大
事
で
あ
り

高
齢
者
医
療
と
子
供
を
含
め
た
全
村
民
が

い
つ
で
も
直
ぐ
に
診
察
し
て
も
ら
え
る
、そ
ん

な
地
域
医
療
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。村
内
に
村
が
診
療
所
の
器
を
用

意
し
医
師
を
招
く
方
式
が
現
在
で
は
最
良

と
考
え
て
い
る
来
年
度
に
調
査
研
究
費
を
付

け
さ
せ
て
頂
き
有
識
者
会
議
を
開
い
て
検

討
し
て
い
く
。目
論
見
と
し
て
三
年
か
ら
四

年
後
に
実
現
で
き
る
目
標
に
進
め
て
い
く
。

問　
児
童
の
社
会
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
。

教
育
次
長　
新
年
度
で
は
村
内
の
子
供
を

基
準
と
す
る
な
か
で
村
外
の
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
る
村
内
の
子
供
を
対
象
に
で
き

る
の
か
、ま
た
加
え
て
村
外
の
子
供
を
算
定

基
準
に
含
め
る
こ
と
に
よ
り
補
助
の
効
果

が
図
ら
れ
る
の
か
な
ど
検
討
調
整
に
入
っ
て

い
る
。先
ず
は
村
内
で
活
動
す
る
団
体
に
つ

い
て
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
を
行
う
と

共
に
活
動
資
金
の
支
援
策
が
必
要
と
捉
え

て
お
り
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
意
見

交
換
を
行
う
中
で
対
応
し
て
い
く
。

答 

今
年
度
の
被
害
本
数
は
1
3
4
本
駆
除
本
数
は
69
本（
11
月
末
現
在
）

答 

早
期
実
現
に
向
け
た
取
組
を
す
る

松
枯
れ
に
つ
い
て

齊藤勝則 議員

村
民
の
為
の
公
共
交
通
の
充
実
と
、

医
療
の
充
実
は

小林弘之 議員

横出ヶ崎 樹種転換事業地
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こ
の
質
問
は
一
般
質
問
提
出
締
め
切
り
の

当
日
、新
聞
報
道
で
知
っ
た
こ
と
に
よ
り
急

き
ょ
取
り
上
げ
た
。朝
日
村
の
指
定
管
理
者

「
タ
ジ
マ
モ
ー
タ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
朝

日
」の
代
表
者
が
不
法
投
棄
で
逮
捕
さ
れ
た

事
に
よ
り
、基
本
協
定
書
に
う
た
わ
れ
て
い

る
一
切
の
権
限
の
行
使
が
、代
表
者
を
通
じ

て
出
来
な
く
な
る
不
具
合
を
解
消
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
対
応
を
求
め
た
。

問
　
指
定
管
理
者
は
共
同
事
業
体
で
あ
り

2
人
の
代
表
者
で
構
成
。両
者
で
取
り
交

わ
し
た
協
定
書
に
よ
る
と
代
表
者
と
し
て

の
責
務
が
果
た
さ
れ
な
い
場
合
、代
表
者
の

変
更
が
可
能
。こ
れ
に
基
づ
く
対
応
を
村
は

す
る
べ
き
と
考
え
る
。

村
長
　
弁
護
士
に
相
談
し
て
対
応
。タ
ジ
マ

本
社
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
静
観
し
て
ス
キ
ー
場
運
営
を
見
守
る
。

副
村
長
　
指
定
管
理
者
の
代
表
者
不
在
よ

り
も
考
え
る
事
は
、不
確
か
な
情
報
の
中
、

公
の
場
所
で
こ
う
し
た
質
問
を
す
る
風
評

リ
ス
ク
は
、村
と
指
定
管
理
者
双
方
に
大
き

な
損
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
と
め
　
ス
キ
ー
場
運
営
を
安
全
安
心
し

て
指
定
管
理
者
に
任
せ
る
に
は
、代
表
権
を

も
つ
共
同
事
業
体
の
残
り
の
1
社
に
変
更

す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、弁
護
士
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

時
代
に
沿
っ
た
農
業
政
策
の
対
応
を

問
　

6
年
連
続
の
廃
棄
処
分
、肥
料
価
格

高
騰
、異
常
気
象
、安
定
販
売
の
難
し
さ
の

中
、基
幹
産
業
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
。こ
の
状
況
下
、経
営
を
救
っ
て

い
る
の
が
野
菜
価
格
安
定
基
金
で
あ
る
。

原
資
は
J
A
と
農
家
と
村
で
掛
け
金
を
負

担
し
て
い
る
が
、ハ
イ
ラ
ン
ド
管
内
は
そ
れ

ぞ
れ
3
分
の
1
ず
つ
に
対
し
て
当
村
は
、

定
額
の
2
5
0
万
円
。他
の
自
治
体
並
み

に
す
る
べ
き
で
な
い
か
。J
A
と
協
議
い
た

だ
き
た
い
。

清
沢
課
長
　
村
は
農
業
政
策
全
般
よ
く

や
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
踏
ま
え
て
検

討
す
る
。

問
　
持
続
可
能
な
農
業
を
次
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
に
は
経
営
者
支
援
は
必
須
条

件
。規
模
拡
大
面
積
や
機
械
、施
設
な
ど

の
支
援
策
と
新
規
就
農
者
研
修
制
度
等

総
合
的
な
支
援
策
を
関
係
者
で
講
じ
た
ら

ど
う
か
。

村
長
　
提
案
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
跡
地
へ
の
優
良

賃
貸
住
宅
建
設
計
画
が
中
止
に
な
っ
た
。

経
緯
と
今
後
の
方
針
、
跡
地
の
利
用
は
？

企
画
財
政
課
長　
説
明
会
を
重
ね
た
が
、

反
対
意
見
が
上
回
り
、理
解
を
得
る
こ
と

が
困
難
と
判
断
し
、跡
地
へ
の
建
設
計
画

は
中
止
と
し
た
が
、若
者
世
帯
向
け
賃
貸

住
宅
整
備
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。整
備

が
急
務
で
あ
り
、新
た
な
建
設
候
補
地
の

検
討
を
進
め
る
。

村
長　
跡
地
の
利
用
は
今
後
募
る
。
何
年

か
は
空
き
地
と
な
る
。
管
理
が
必
要
。

問　
説
明
会
は
、若
い
世
代
の
出
席
が
少
な

か
っ
た
。独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
み
た

が
意
見
収
集
は
簡
単
で
は
な
い
と
感
じ
た
。

若
年
層
へ
の
働
き
か
け
を
ど
う
す
る
か
。

村
長　
こ
の
3
年
間
で
一
番
欠
け
て
い
た

の
が
村
民
と
の
対
話
活
動
。
年
代
別
の
企

画
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
旭
ヶ
丘
の
低
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅

の
改
修
工
事
に
関
し
、
村
民
が
理
解
で
き

て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
説
明
を
。

建
設
環
境
課
長　
村
民
へ
の
説
明
不
足
を

認
識
し
て
い
る
。現
在
の
空
き
部
屋
を
改

修
、終
了
後
に
移
る
と
い
う
方
法
で
、順
番

に
や
っ
て
行
く
。物
件
が
新
し
く
な
り
、賃

料
が
高
く
な
る
た
め
、入
居
料
の
説
明
等

も
含
め
、わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
。

憩
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
と
交
通
、防
犯
整

備
に
つ
い
て

問　
前
回
の
質
問
、地
域
住
民
の
た
め
の

憩
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
、ど
う
考
え
る
。

村
長　
新
た
な
公
園
整
備
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
小
野
沢
に
完
成
す
る
防
災
公
園
の

利
用
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
地
域
に
ど
う

い
う
も
の
が
必
要
か
模
索
す
る
。

ま
と
め　
村
民
が
満
足
す
る
環
境
づ
く
り

は
、
様
々
な
声
を
拾
い
、
試
行
錯
誤
の
作

業
の
繰
り
返
し
だ
と
思
う
。
良
い
方
向
へ

向
か
う
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

指
定
管
理
基
本
協
定
書
の

変
更
締
結
の
必
要
性
は

答 

今
は
必
要
な
い

塩原智惠美 議員

若
年
層
の
住
環
境
ど
う
整
え
る
？

答 

若
者
向
け
賃
貸
住
宅
の
整
備
急
務

羽多野美映 議員

アンケート結果
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問　
昨
年
の
今
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
公
民
館
長
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し

た
。
女
性
公
民
館
長
で
も
よ
ろ
し
い
、
そ

の
後
人
材
は
見
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
次
の
館
長
、
副
館
長
ま
で
3
ヶ
月
あ

ま
り
と
な
り
ま
し
た
が
人
選
は
決
ま
り
ま

し
た
か
。

教
育
次
長　
公
民
館
長
の
任
期
は
今
年
度

末
で
終
わ
り
、
清
沢
館
長
が
3
期
6
年
勤

め
る
、
教
育
委
員
会
も
、
小
林
村
長
、
現

公
民
館
長
と
相
談
し
て
い
る
所
で
す
。
公

民
館
長
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
慎
重

に
行
う
、
し
か
し
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る

の
で
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
も
ら

い
た
い
、
女
性
の
任
用
に
つ
い
て
は
男
女

共
同
参
画
を
見
据
え
て
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
定
数
の
見
直
し
は

問　
先
月
、
富
山
県
朝
日
町
に
行
き
ま
し

た
、
人
口
11
万
人
位
で
す
。
議
員
は
10
人

で
効
率
よ
く
議
員
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
研
修
会

で
は
、
信
州
大
学
経
法
学
部
教
授
の
山
沖

義
和
先
生
が
朝
日
村
も
近
い
将
来
議
員
定

数
を
見
直
す
時
が
来
る
と
、
数
人
の
村
民

の
方
か
ら
も
議
員
の
数
が
多
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

来
年
す
ぐ
に
と
は
行
か
な
い
ま
で
も
近
い

将
来
議
員
定
数
を
見
直
し
た
ら
。

村
長　
議
員
も
色
々
お
調
べ
の
事
と
思
い

ま
す
が
、
東
筑
で
も
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

す
、
私
ど
も
の
人
口
で
は
10
人
が
適
当
で

あ
る
、
議
員
の
人
数
の
削
減
は
色
々
な
所

で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
今
の
所
は
条

例
で
決
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
議
員
定
数

を
変
更
す
る
に
は
経
費
削
減
で
村
民
の
方

か
ら
声
が
上
が
る
、
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

声
が
上
が
る
、
乱
暴
な
言
い
方
か
も
し
れ

な
い
が
首

長
の
方
か

ら
何
人
に

し
た
い
と

声
が
上
が

る
、
議
員

の
皆
さ
ん

で
議
論
さ

れ
て
は
い

か
が
か
。

問　
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
西
洗
馬
原
工

業
団
地
が
、
来
年
3
月
に
農
地
転
用
規
制

要
件
か
ら
外
れ
る
た
め
、
令
和
4
年
は
地

権
者
の
意
向
を
再
確
認
し
、
具
体
的
な
企

業
誘
致
事
業
を
進
め
る
た
め
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
現
状
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
46
名
中
40
名
が
回
答
、
29
名
が

工
場
用
地
と
し
て
の
利
用
を
望
み
そ
の

他
の
方
は
現
状
農
地
利
用
ま
た
貸
地
希

望
と
言
っ
た
結
果
で
あ
る
。
高
架
線
下

は
建
物
建
築
が
困
難
で
あ
る
が
駐
車
場

利
用
は
可
能
、
現
在
2
社
程
引
き
合
い

は
あ
る
が
、
ま
だ
検
討
段
階
で
結
論
に

至
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
造
成
は
村

主
導
型
で
考
え
て
い
る
が
土
地
開
発
公

社
委
託
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
今
後

地
権
者
未
回
答
者
の
意
向
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
新
た
な
企
業
誘
致
公
募
も

検
討
し
工
業
団
地
事
業
実
現
に
向
け
て

長
期
的
な
視
野
で
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
作
成
普
及
促
進
に
取

組
ん
で
い
る
が
、
現
状
普
及
率
が
55
．

8
％
と
全
国
平
均
の
60
．
1
％
を
下
回
っ

て
い
る
。
今
後
の
普
及
活
動
は
？

住
民
福
祉
課
長　
1
0
0
％
は
難
し
い
か

も
知
れ
な
い
が
引
き
続
き
窓
口
申
請
出
張

申
請
訪
問
申
請
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
、
国
の
動
き
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を

展
開
す
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制

度
に
つ
い
て
も
案
内
の
工
夫
や
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
く
。

要
請　
個
人
情
報
漏
洩
へ
の
危
惧
と
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
作
成
自
体
を
望
ま
な
い
人
た
ち

も
少
な
か
ら
ず
居
る
こ
と
を
理
解
し
、
制

度
運
用
に
当
た
っ
て
こ
う
し
た
対
象
者
の

扱
い
を
ど
う
す
る
の
か
明
確
に
す
べ
き
。

公
民
館
長
の
人
選
は

答 

現
段
階
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い

高橋良二 議員

西
洗
馬
原
工
業
団
地
企
業
誘
致
の
状
況
は

答 

長
期
的
視
野
で
企
業
誘
致
に
取
り
組
む

清沢正毅 議員

ワクチン接種会場での出張申請

現在議員定数10名
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問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
ス
ク
ー
ル
は
学
校

と
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、学
校
運
営
に
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、協
働
し
な
が
ら

子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
な
が
ら

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」を

進
め
る
法
律
に
基
づ
い
た
仕
組
み
で
す
。

今
多
様
化
す
る
生
活
様
式
の
変
化
の
中

で
、地
域
社
会
の
つ
な

が
り
や
支
え
合
い
は

希
薄
に
な
り
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。そ

ん
な
中
で
今
学
校
で

は
地
域
と
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
何
を

し
、地
域
と
学
校
を
ど

う
結
び
付
け
よ
う
と

し
て
い
る
か
。

教
育
長　

従
来
の
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
単
に
学
校
の
要
請

に
こ
た
え
る
と
い
う

形
で
は
な
く
、4
月
か

ら
は
文
科
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
地
域
と
の
連
絡
調
整
役
と
な
り
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
、と
い
う
形
と
な
っ
た
。今
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
り
思
う
よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
い
が
、今

後
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
心
に
学
校
と
地

域
が
双
方
向
の
か
か
わ
り
が
も
っ
と
活
発

に
展
開
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　
上
組
・
向
陽
台
地
区
民
が
平
成
28
年
か

ら
待
ち
望
ん
で
い
た
村
道
改
良
工
事
が
、執

行
さ
れ
間
も
な
く
竣
工
レ
ベ
ル
に
達
す
る
。

道
路
改
良
工
事
で
は
幅
員
が
改
善
さ
れ
、対

向
車
と
の
す
れ
違
い
に
気
兼
ね
せ
ず
、走
行

出
来
る
こ
と
、道
路
環
境
整
備
で
晴
れ
や
か

な
気
分
で
歩
行
出
来
る
よ
う
に
な
り
生
活
道

路
の
役
割
が
よ
り
一
層
発
揮
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。こ
の
道
路
改
良
工
事
の
執
行
の
仕
方

で
気
付
い
た
事
が
、多
々
有
り
ま
す
。関
係
者

と
の
合
意
形
成
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

①
2
0
2
0
年
12
月
の
議
会
一
般
質
問
で
の

墓
地
前
の
道
路
環
境
整
備
で
杉
立
木
の
伐
採

要
請
に
、対
し
行
政
答
弁
は
畑
側
に
大
き
く

寄
せ
て
行
く
の
で
、急
カ
ー
ブ
の
半
分
以
上

が
道
路
の
路
肩
と
な
り
、杉
の
立
木
は
改
良

道
路
か
ら
離
れ
る
の
で
、伐
採
し
な
い
。答
弁

と
は
逆
に
改
善
前
よ
り
、改
良
道
路
が
杉
の

立
木
に
接
近
し
て
い
る
。

②
桜
坂
下
部
の
道
路
構
造
は
畑
側
に
大
き
く

寄
せ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、32
m
の

施
工
長
さ
は
法
面
施
工
で
、寄
せ
た
効
果
が

法
面
に
食
わ
れ
効
果
が
出
て
い
な
い
、ア
ー
ス

カ
ー
ブ
も
12
m
し
か
施
工
さ
れ
て
い
な
い
。安

全
対
策
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
敷
設
が
必
要
。

③
取
入
れ
口
農
道
を
利
用
す
る
地
権
者
・

耕
作
者
と
の
合
意
形
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

④
道
路
改
良
工
事
の
施
工
部
位
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
や
外
灯
な
ど
の
道
路
安
全
装
備
品
の
設

置
は
。

建
設
環
境
課
長　
坂
下
部
の
施
工
に
L
型
擁

壁
を
使
用
せ
ず「
ど
は
」法
面
工
法
に
し
た
の

は
工
費
の
高
額
化
を
回
避
す
る
起
債
事
業
で

あ
る
た
め
。畑
の
剝
き
出
し
箇
所
は
地
権
者

か
ら
了
解
を
得
て
い
る
。

問　
取
入
れ
口
農
道
は
舗
装
す
る
か
歩
車
道

ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し
耐
久
性
向
上
を
図
る
べ

き
で
は
。

建
設
環
境
課
長　
設
計
に
沿
い
処
理
し
て
い

る
、再
度
要
望
者
の
意
向
を
聞
く
の
で
、要
望

さ
れ
て
い
る
方
を
教
え
て
欲
し
い
。

問　
道
路
管
理
者
で
あ
る
村
長
の
所
見
を
聞

き
た
い
。

村
長　
良
い
道
路
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
、

ま
だ
工
事
の
途
中
で
あ
る
の
で
進
捗
状
況
を

見
て
欲
し
い
。

ま
と
め
　
合
意
形
成
が
出
来
て
い
な
い
状
況

で
の
工
事
執
行
、竣
工
前
な
の
で
、不
備
な
部

位
は
し
つ
か
り
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

答 

学
校
と
地
域
を
繋
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
必
要

髙橋廣美 議員

村
道
西
洗
馬
7
号
線
改
良
工
事
の

出
来
映
え
は

答 

危
険
箇
所
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る

林　邦宏 議員



コロナ第8派の真っただ中であったが感染対策を
講じて懇談会は予定通り行った。3年に及ぶコロナ
禍、地域づくりの最前線で取り組む区長・地区長の
皆さんにもご案内した。参加者はリピーターのほ
か、最近県外から転入した方など20人が集まった。
想像した通りコロナは地域の希薄化に拍車をかけて
おり、役員のなり手不足など抱える課題の深刻な状
況を共有した。転入者からは、土地柄・人柄・自然
環境など村の魅力を語って頂いた。村の将来につい

て、「負債でなく財産を残して」と女性の真剣な表
情が村への愛情を感じた。懇談会で出された内容は
次にまとめた。コロナ禍で開催を危惧したが感染対
策を講じていれば問題ないことが実証され実施して
良かったと思う。

懇談会終了後、今後の継続開催について協議し、来
年度、新体制の中で今回のアンケート結果を踏まえて
実施することにした。

議会運営委員長　塩原　智惠美

2回目「村民懇談会」開催（11月18日）2回目「村民懇談会」開催（11月18日）

議会モニターの効果議会モニターの効果

議論する時間の確保を!!

議会改革その一歩!!
開かれた議会を目指して議会

改革
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思い起こせばモニター設置は一昨年6月。無投票回
避の有効な手段として取り組み、7人でスタートしたメン
バーは現在10人。昨年2月の補欠選挙では二人が立候
補し選挙となった。

定例会終了後に開くモニター会議は貴重な時間であ
る。それぞれが個々の思いで率直に発言いただいてい
る。議員が気付かずにやり過ごしてしまう事を指摘され

ることによって、議員の学びの場になっている。こうした
やり取りが互いに村を思う研鑽の場になればいい。

今年4月は統一地方選挙。この中から複数の立候補者
が出ることを願っている。そして議会だよりが多くの皆さ
んに親しまれ、「よりよい村づくりを考える場の提供」とい
う役割を担えたらと思う。

議会運営委員長　塩原　智惠美

◯説明時間が長く議論する時間が少ない。事前資料配布で議論する時間を確保したら。
◯一般質問の AYT での放送は重要。1 人ひとりの発言を評価するにも再放送を望む。
◯全国には SNS で話題の「議会だより」もある。読んでもらうための工夫を。
◯木曽町では選挙への出馬表明したが、村議会でも検討したらどうか。
◯村民懇談会はいい試みだ。ただ発言が一人一言、やり方を工夫したら。
◯理事者と議員が一緒にハラスメントや言葉の講習会を定期的に受ける仕組みが必要では。

◯地域や人との繋がりが希薄になった。（複数）
◯常会、お祭り、旅行等が無く楽だが寂しい。行事等の取

組みの必要性を感じる。（複数）
◯若者集めに同窓会など機会を増やしたらどうか。（移住者）

◯村の財産は自然。畑にソーラーパネルは残念。（複数）
◯若い人は親に頼りすぎて地区行事に無関心
◯役を受けた人が生き生きしているかが大切
◯村の人口が減ろうが気にならない。人口減少は逆に

チャンスだ。助け合いの精神が増えるのでは。（複数）

コロナ禍における生活の変化や問題点

住みやすい朝日村とは

◯モニター制度などやっているが、かえっ
て大変と思われるかも。

◯議員報酬が若い人には低すぎる。若い
人にお金を使って欲しい。

村議選無投票回避策は

12月定例会モニター会議報告（要旨抜粋）



去
る
11
月
1
日
・
2
日
、
先

進
地
視
察
と
し
て
富
山
県
朝
日

町
を
訪
れ
ま
し
た
。「
令
和
3
年

度
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

推
進
交
付
金
事
業
」
に
お
い
て
全

国
6
自
治
体
の
一
つ
に
選
ば
れ
た

朝
日
町
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
を
株
式

会
社
博
報
堂
と
の
官
民
連
携
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
2
年
か

ら
、
マ
イ
カ
ー
乗
り
合
い
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
「
ノ
ッ
カ
ル
あ
さ
ひ

ま
ち
」を
始
め
た
の
を
皮
切
り
に
、

「
み
ん
な
で
未
来
！
課
」
と
い
う

部
署
を
立
ち
上
げ
、
D
X
・
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
情
報
発
信

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
に
も「
D
X
」の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。し

か
し
、想
像
以
上
に
変
革
に
時
間

と
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
自
治
体

も
数
多
い
の
が
実
情
で
、朝
日
町

は
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
住
民
と

の
共
助
／
共
創
型
の
サ
ー
ビ
ス

の
数
々
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、町

が
積
極
的
に
地
域
と
関
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
取
り
組
み
に
目
を
引

き
ま
し
た
。そ
の
一
つ
、「
み
ん
ま

な
び
」…
た
す
け
あ
い
／
お
た
が

い
さ
ま
共
助
サ
ー
ビ
ス
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら

楽
し
さ
を
想
像
さ
せ
、だ
れ
で
も

が
関
わ
れ
る
仕
掛
け
づ
く
り
に
は

随
所
に
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。朝
日
村
に
も
参
考
に
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
、何
を
村
政
に

反
映
さ
せ
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
…

想
像
を
膨
ら
ま
せ
帰
路
に
つ
く

我
々
議
員一同
、実
り
あ
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。  

（
羽
多
野
美
映
）

先
進
地
視
察（
11
月
1・2
日
）

D
X
先
進
地
を
視
察 

富
山
県
朝
日
町

町長・担当職員から話を聞く
町内を視察（ヒスイテラス）

このシリーズも最終回となりました。
いよいよ今年（令和 5 年）4 月には統一地方選挙の村議会選挙があります。選挙にあたって、選ぶ側

にも、選ばれる側にも、議会のやくわりや議員の仕事を分かっていただくことがとても大事だと思います。
このシリーズ最後は選挙までの具体的な手続きや流れについて、掲載できればと思います。
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議会と行政の仕事内容、地方自治法その他すべて
の内容を知っておかなくては議員になれない、という
ものではありません。どんな職場でもそうですが、先
輩が指導してくれたり、仕事に対する研修会などがあ
ります。

大事なことは、村のため、地域のために働くとい
う強い気持ちがあればだれでも議員になれます。

実際の立候補手続きや選挙運動は告示日から始ま
り、選挙日前日までの期間に限られます。告示日は指
定された時間内に選挙管理委員会の指定した書式で届
け出をしないと立候補は受け付けられません。その為
書類の不備などで立候補ができなくなる事態を避ける
ために、選挙管理委員会では立候補予定者のために、
必要な書類を用意するなどして説明会を開きます。

そして告示前に書類に誤りがないかの点検（事前審査
という）をしてくれます。

ここまでが選挙の準備期間です。
さてここからが村議会議員選挙の始まりです。
選挙戦はそれぞれ違いますが、大事なことはいか

に自分に投票してもらうかということで、自分をア
ピールし投票をお願いする選挙運動には数々の決まり
ごとがあります。わからないことや不安なことは選挙
管理委員会に問い合わせ確認することが大事です。

最後になりますが、明日の朝日村のために、様々な
職種の方、様々な年代の方、様々な考えや経験をお持
ちの方などできるだけ多くの人々に手を挙げてもらい
真に朝日村の将来に必要な人材を皆さんに選んでも
らう選挙となってほしいと思います。　　（髙橋廣美）

決意そして立候補、選挙までの流れ

シリーズ
明日の朝日村のために

「村議会議員」になろう



町
村
議
長
会
全
国
大
会
が
11

月
9
日
東
京
渋
谷
N
H
K
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
中
止
と
な
っ
て
い
た
大
会
は
実

に
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
総
勢
1
7
0
0
名
の
関
係
者

が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
研
修
会

の
後
、
地
元
選
出
の
務
台
俊
介
・

下
條
み
つ
・
中
川
宏
昌
代
議
士

の
議
員
室
を
訪
問
し
朝
日
村
の

課
題
の
陳
情
請
願
を
提
出
致
し

ま
し
た
。
各
代
議
士
よ
り
、
関

係
機
関
に
働
き
を
か
け
、
早
期

課
題
解
決
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
む
と
い
う
心
強
い
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
17
日
は
長
野
県
庁
に

行
き
、
関
副
知
事
を
始
め
長
野
県

議
会
正
副
議
長
と
面
会
を
し
、
陳

情
請
願
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

副
知
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
お

け
る
課
題
に
つ
い
て
は
各
課
と
連

携
し
、
地
域
住
民
の
生
活
の
安
心

安
全
の
為
に
も
全
力
で
取
り
組
み

た
い
と
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
村
の
課
題
を
国
そ
し
て
県

に
届
け
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な

村
民
生
活
へ
繋
が
れ
ば
と
願
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
村
民
福
祉
の
為
に
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。　
（
北
村
直
樹
）

コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
間
実
施

で
き
な
か
っ
た
朝
日
村
・
山
形

村
議
会
議
員
研
修
会
が
、
12
月

21
日
（
水
）
山
形
村
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
略

称
M
T
B
）
日
本
代
表
コ
ー
チ

の
鈴
木
雷
太
さ
ん
を
講
師
に
お

招
き
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

は
、
日
本
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
活
性
化
と
海
外
か
ら
の
観

光
客
誘
致
お
よ
び
快
適
走
行
で
き

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

な
ど
を
目
的
に
国
が
地
方
公
共
団

体
と
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
と
い
う
も
の
で
す
。

M
T
B
プ
ロ
の
鈴
木
雷
太
さ

ん
か
ら
、
朝
日
村
山
形
村
の
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
事
例
を

踏
ま
え
て
ご
教
示
い
た
だ
き
、

山
と
交
通
量
の
少
な
さ
や
蕎
麦

と
名
所
を
盛
り
込
ん
だ
観
光
資

源
の
活
用
を
は
か
り
、
地
形
や

文
化
を
生
か
し
て
の
ル
ー
ト
設

定
と
こ
こ
に
し
か
無
い
も
の
を

生
か
す
事
に
よ
り
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
は
あ
る

事
を
学
び

ま
し
た
。

（
清
沢
正
毅
）

町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会 

東
筑
摩
郡
議
長
会 

国・県
へ
の
要
望
書
提
出

“
朝
日
村
山
形
村
地
域
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
可
能
性
に
つ
い
て
”学
ぶ
！

NHKホールに1700人が参加

国会議員への要請

3年ぶり山形村との研修

あさひむら議会だより11

議 会 活 動 日 誌
10 月

4 火 松本地区植樹祭・全員協議会
6 木 松塩地区広域施設組合議会運営委員会
12 水 全員協議会・行政視察
19 水 麻績村議会議員研修
21 金 産業振興課説明会

松塩地区広域施設組合定例会
22 土 秋の鎖川河川清掃
25 火 松塩地区広域施設組合視察

第2回松本地域公共交通協議会朝日部会
県町村議員議長会定期総会

26 水 松塩地区広域施設組合視察
28 金 議会運営委員会
31 月 第3回臨時議会・空き家対策協議会

11 月
1 火 先進地視察（富山県） 10P 
2 水 先進地視察（富山県） 10P 
4 金 長野県地方自治政策課題研修会
6 日 朝日村表彰式

朝日村社会福祉協議会表彰式
あさひスキークラブ定期総会

9 水 町村議会議長会全国大会・中学校組合議会 11P 
10 木 町村議会議長会全国大会

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会定例会
14 月 行政改革推進委員会

松本広域連合定例会
16 水 全員協議会
17 木 東筑摩郡町村議長会県要望
18 金 村議会住民懇談会
21 月 第2回朝日村男女共同参画審議会
22 火 全員協議会
24 木 最終処分場連絡会議
25 金 JA野菜生産販売会議
29 火 議会運営委員会

12　月
6 火 定例会開会
8 木 第3回朝日村空家等対策協議会
9 金 常任委員会
13 火 一般質問
14 水 令和4年度朝日プライムスキー場安全祈願
16 金 定例会閉会
17 土 朝日村アイススケート場安全祈願
18 日 叙勲授与式
21 水 新年特別番組「新春年頭あいさつ」収録

朝日村・山形村議会議員研修会 11P 
22 木 JAとの懇談・モニター会議
23 金 松塩地区広域施設組合議会議員協議会
24 土 高ボッチ高原FM新春特別番組出演



朝日村議会へご意見をお寄せください
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朝
日
村
の
中
心
小
野
沢
に
あ
る「
1
u
p
き

の
こ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

真
っ
白
な
大
き
い
シ
イ
タ
ケ
ハ
ウ
ス
。
こ
の

会
社
は
松
本
市
南
松
本
に
本
社
が
あ
る
、
大

心
株
式
会
社
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
一
つ

で
、
北
海
道
産
菌
床
を
使
用
し
た
生
シ
イ
タ

ケ
、
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
、
販
売
し
て
い

ま
す
。

ア
グ
リ
事
業
部
長
の
浅
野
宏
充
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
大
心
グ
ル
ー
プ
は
障
が

い
者
福
祉
の
分
野
で
の
実
績
が
あ
り
、
リ
ハ

ビ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
朝
日
村
の「
1
u
p
き
の
こ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
は
農
福
連
携
の
考
え
の
も
と
、
障
害

福
祉
に
か
か
わ
る
中
で
、
就
労
場
所
が
少
な

い
と
い
う
課
題
解
決
の
た
め
の
場
所
に
な
っ

て
い
る
。

現
在
自
社
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
支
援

を
受
け
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
ハ
ウ
ス
を
フ
ル
に
活
用
し
て
生
産
量

を
増
や
し
、
グ
ル
ー
プ
の
障
害
施
設
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
働
く
楽
し
さ
を
共
有
し
た
い
。

朝
日
村
の
皆
さ
ん
に
も
、
会
社
、
事
業
内

容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
協
力
関
係
が
作
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
る
、
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
髙
橋
廣
美
）

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は

『
戦
』。ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
の
衝
撃
は
大
き
く
、世
界
を
危

機
に
巻
き
込
ん
だ
。国
内
で
も
岸

田
首
相
は
防
衛
費
を
43
兆
円
投
入

し
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
備
え
る

と
い
う
。つ
く
づ
く
人
間
と
は
争
い

が
好
き
な
生
き
物
だ
。一
番
末
端

の
議
会
人
と
し
て
思
う
事
は「
国

会
の
機
能
不
全
」だ
。重
大
な
案
件

が
国
会
の
審
議
を
経
ず
閣
議
で
決

ま
る
。村
政
で
言
っ
た
ら「
す
べ
て

専
決
処
分
」。そ
れ
で
良
い
の
か
と

義
憤
に
か
ら
れ
る
。言
っ
て
は
何
だ

が
朝
日
村
で
は
行
政
か
ら
丁
寧
に

議
案
の
説
明
が
あ
り
、議
会
も
活

発
に
討
議
し
て
い
る
。そ
ん
な
憤

り
を
吹
き
飛
ば
し
た「
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」。こ
の
盛
り
上

が
り
を
力
に
し
て
今
年
も
頑
張
っ

て
行
こ
う
！
　
　
　（
中
村
文
映
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
美

　
副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

中
村
　
文
映

	

齊
藤
　
勝
則

	

清
沢
　
正
毅

	

塩
原
智
惠
美

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

い
ま
、朝
日
村
と
し
て
、若
者
の

定
住
促
進
に
向
け
た
諸
施
策
に
、

村
長
を
始
め
行
政
の
皆
さ
ん
が
尽

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
旧
お
ひ
さ

ま
保
育
園
跡
地
に
子
育
て
世
帯
向

け
の
村
営
住
宅
を
建
設
す
る
と
の

施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
本
郷
、
西

洗
馬
に
お
け
る
住
民
説
明
会
や
建

設
の
可
否
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
、そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に「
若

者
向
け
村
営
住
宅
を
建
て
る
こ
と

に
賛
成
」と
応
え
ま
し
た
が
、本
郷

地
区
の
結
果
は
、わ
ず
か
に
反
対
の

声
が
上
回
り
ま
し
た
。

例
え
ば
「
住
宅
を
建
て
て
も
若

者
が
朝
日
村
に
残
っ
て
も
ら
え
る

か
不
明
」
と
い
っ
た
意
見
や
「
人

を
増
や
す
た
め
に
今
住
ん
で
い
る

村
民
が
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
に

反
対
し
ま
す
」
等
々
が
挙
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
村
民
の
声
は
、若
者
向

け
住
宅
を
建
て
た
後
の
、い
ま
住
ん

で
い
る
お
年
寄
り
も
含
め
た
朝
日

村
の
住
民
全
体
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り（
安
心
し
て

病
院
に
通
い
買
い
物
に
気
軽
に
行

け
る
足
の
確
保
と
い
っ
た
諸
施
策
）

を
希
求
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。

そ
う
し
た
村
民
が
主
体
と
な
っ

た
村
づ
く
り
に
向
け
、私
も
、微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、お
手
伝
い
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ハウス内のシイタケ

歳
を
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
朝
日
村
に

小
野
沢
区
長

　
豊
田
　
正
樹
さ
ん

第15弾 「1upきのこファクトリー｣

村内の施設やイベントに
議員が訪問してその取組や
要望を聞く地域密着のコーナー

小
野
沢
に
あ
る
ハ
ウ
ス

2名が
加わりました

議会モニター

現在10名です。
『モニター』募集中です。
議会や村政、村の将来
に関心のある皆さま、
ぜひ御参加ください。

古池美佐江さん
秋野　敏子さん


